








































日頃申したくは候ひつれども、御心もいかがと慎ましくて打ち過ぎ候へども、思ひあまり、申し候ひつるに、御返事御嬉 こそ候へ。これには大人しやかなる人こそよく候へ。若き人は心多くて恥づかしく候。そなたにも御心寄せに候へばこそ、かやうに細々と承り候ふらむ。いつしかなるやうに候へども、今宵同じくは御物越しにても申し候はばや。それへ参り おぼろけにては軽々く歩きなどする身にても候はず。夜更け方に忍びて御渡り候へ。御共の人も難しく候へば、これに車 候。御迎へ 参らせ はん。
とぞ書きたりける。僧都いよいよ心憎く思ひ、 「輿車も持ちたりけ 。物見などもせんずる」といよいよ心地よ て返事をぞ書きたりける。
立ち返り、かやうに承り候ふこそ御嬉しく候へ くるほどに参り候べし。雨風吹き候ふとも、必ず必ず。


































僧都が女主人からの迎えを待つ様子。 「老の波」は、 「老のなみよるをもしらであすかがはあすのふちせをまつぞはかなき」 （ 『実材母集』 ・六九二・ふけ行く月をみて）などのように、波の縁語である「寄る」に「夜」を掛け、自身の老いを述懐したものが多いが、ここで 老僧の顔の皺を連想させつつ「夜」を導く序詞として用いられている。逢瀬を心待ちにする老 に雅な歌語を用いられることで滑稽さが増す。












「こてう（胡蝶） 」という名の侍女が登場する。本絵巻には後述のように謡曲との発想の近似も散見されることから、 「ひてう（飛蝶） 」のごとき侍女の名であるか。
○僧都
僧綱のうち僧正に次ぐ第二等官。この僧都のモデル 南北朝期の真言律僧、文観房弘真とする指摘がある →【補注】
○いつしかなるやうに候へども「いつしかなる」は早すぎ、尚早の意味。気が早いよ ではあるが今宵すぐにも逢いたい、 女主人 方から積極的に僧都を誘惑している。
○眉の霜打ち払ひ
眉毛に生えた白髪を抜くことを、霜を払う に喩えていう。直前の「髪剃り、湯引き」とともに僧都が身なりを整える様子 前文に「見目・事柄も、さすが若くより心色めきたる人」とあることから、僧都が若い頃より色事に手慣れていることがわか 。老僧 なってなお逢瀬の支度に余念がない描写が、読者に生々しくも滑稽な姿を想像させる。
○心化粧

















お手紙を頂戴いたしますのでしょう。尚早なようではございますが、今夜、同じことならば、物越しにでもお話しいたしたく存じます。そちらへ参上いたしたく存じますが、並々のことでは軽率に外出などする身でもござ ません。夜更けの頃に人目を避けてお越しください。お供の方 難しいようですので、こちらに 車もございます。お迎えに参上させましょう。
と書いてあった。僧都は、ますます心が惹かれるように思って、 「輿や車も持っていたことよ。物見などもするのだろう。 」と、ますます気分がよくなって返事を書いたのであった。
折り返し、このように拝見 たしますことこそ、本当に嬉しくございます。夜が更ける頃合 、参上いたしましょう。雨風が吹きましても、必ず必ず。










と詠じければ、僧都いよいよ感に堪へ 夜更 るも知らで遊び居り やうやう明け方にまどろみてけり。（校訂箇所）女郎花の生絹の袴着たる女房みちみちて→女郎花の生絹の袴着たる女房のおとなしやかなるが出でて内へ導く。空薫みちみちて
【私注】○薄檜皮なる棟門を並べたる館








世のイメージに基づいた文観像の摂取である。狐と僧都という取り合わせについても、文観が狐と結びつき 深いダキニ天法を修したとして高野山衆徒から批判されていたことを挙げ、その文観が逆に狐に化かされたというところに面白みがあっ と述べる。本絵巻の僧都のモデルを文観と想定した場合、現存諸本のすべてが第一段を欠くことについても、内田氏の推測通り、明 かに文観と判明する段であり、文観の名が付された聖教や美術作が焼かれたり墨消されたりしたことと同様に、意図的に破棄されたもの て得心がいく。
もっとも女子大本は狐に化かされた僧都への嘲笑の視線が付加される








布を引いて仕切り 隔てとする物。帳など。 〈参考〉 「引物もおろしてけるにや、障子の奥に寝たるそばに 馴れがほに寝たる人あり」 （ 『とはずがたり』巻一） 。なお第三図には引き物は見られず、屏風と襖が描かれている。
○楊貴妃・李夫人の装ひ






本歌は「我がためにありけるものを下野や室の八島 たへぬ思ひは」（ 『平治物語』巻中・藤原成憲） 。 「吉野山」は平安時代以後から、 「み吉野の山のあなたに宿も な世の憂き時の隠れ家にせむ」 （ 『古今和歌集』巻第一八・雑歌下・九五〇・題しらず・よみ人しらず）などのように隠棲の地であったが、平安時代後期か 「はな桜さかりになればよしのやま春はたえせず嶺のしらくも」 （ 『風情集』 ・一・桜・藤原公重）のように桜の名所とされた。 「花の住み家」の典拠には、 「うぐひ
の貴族の邸宅に設けられた。ただし、棟門を「並べたる」とする底本の表現はやや不審。
○これは秋の半ばなれば、……よろづ心あるさまなり
女主人の邸 「よろづ心あるさま」を僧の視点から描写する。対校本との異文が集中する箇所であるが、①庭に草花が咲き乱れてい 点、②空薫 匂い する点、③出迎える女房が季節感のある装いをしている点など、大凡の内容は共通している ただし、 「女郎花の生絹の着たる女房みちみちて」とある箇所は、対校諸本で「 みなへし すゝしのはかまきたる女はうのおとなしやかな かいてゝうちへみちひくそらたきみち〳〵て」となって り、意味が異な 。この点、底本の文意がやや不明瞭であるこ 、絵では対校諸本と同様 一人しか描かれていないことから、対校諸本に倣い 訂した。秋の草花が咲いている所に香が匂う情景は、そこに住む女が情趣を解す 人物であることを予感させる。 〈参考〉 「御前の前栽心にまかせ 高く生ひ茂るを、露は月の光に照らされてきらめきわたり……薫物の香 い かうばしく匂ひ出でたりけるだに、今まで御格子も参らで月など御覧じけるにやと、あさましくめでたくおぼえけ に 奥深く、筝 琴を平調に調べられたる声、ほ か 聞こえ りけ 」 （ 『無名草子』 ）
○女郎花の生絹の袴着たる女房「女郎花」は秋に着用する襲の色目の名。和歌では「女郎花色にもあるかな松虫を本に宿して誰を待つらん」 （ 『後撰和歌集』巻第六・秋歌中・三四六・題しらず・よみ人しらず） ように女性と結びつけられ、 僧都を邸へ誘う女房のイメージに合致する。 「生絹」 生糸で織った布を打って柔らかくしたも で、上臈女房にふさわしい服装。 〈参考〉 「女郎花の単衣襲に、袖に秋の野を縫ひて露置きたる赤色の唐衣
日本女子大学日本文学科蔵『狐の草子』─注釈編─
71
満して、何につけても風情ある様子である。一つの部屋に琴・琵琶を立てて、几帳ではなくて引き物をしている中に居た人を見ると、その容姿は上品で美 く 楊貴妃・李夫人の装いもこれには及ぶまいと思われる。女主人は僧都のそばに座った。どうした とかと、あ りのことに胸が騒ぎ、がたがたと震えた。話す言葉もいつまでも聞いていた ような女主人の様子である。これ どうしたことか、これほどの人は ないという気持ちがして、 れこれと迷い、 ばらく話などをしていたが落ち着かず、早く寝たいと思い、気後れしながら他のことは差し置いて
私のためにあったのだなあ。他の人に知られていない吉野山の花のようなあなたの住み家は。
と詠みかけたので、女主人はこれ いった ともな 様子で、
私の身は枝ではないので風も気付かないのでしょうか。花の住み家なんてあなたは言うけれども。





雁の群れを描いた屏風も立てられおり、こうした点にも女主人の邸の情趣深さがう がえる。そのひとつ奥の部屋では僧都 女主人が対面している。殿油 描 れていること 、夜であることがわかる。第二段
すの木伝ふ枝を尋ぬとて花の住み処を行きて見しはや」 （ 『元良親王集』 ・一二一・御匣殿に、宮）が挙げられる。 『元良親王集』の「花」は梅、 「花の住み処」は御匣殿の家を指す。当該歌では「花」が吉野の桜に詠みかえられ、 「花の住み家」は女主人の邸を意味する。
○枝ならぬ身なれば風も知らぬにや花の住み家と君は言へども「風」は「ふく風に枝もむなしくなりゆけばおつるはなこそまれにみえけれ」 （ 『千里 三一・枝空華落稀）など、 「枝」に吹きかけて「花」を散らすものとして詠まれる。そのため、散らずにいる花は、「風に知られぬ」とされた。類歌に「やえがすみ世をへだてた 住み処にぞ風に知られぬ花はありける」 （ 『唯心房集』 ・二四・春のうたなかに・寂然）がある。女の返歌は、このような「桜 「風」の和歌の伝統的な発想の上で、 「 住み家」とあなたは仰るけれど、私身は桜の花の枝ではないから風に気付かれない でしょうかと切り返したものである。
○感に堪へ「感に堪えない」に同じ。深く感動せずにはいられない。 〈参考〉 「忠節の志、もつと 感にたへたり」 （ 『十訓抄』 ）
【通釈】
僧都が今は十町ほど行っただろうと思ううちに、従者は車を薄檜皮の
棟門を並べている館の中へ入れた。今は秋の半ばであるので、庭には取り立ててこれというわけではないけれども様々な草花が咲き乱れ 風なびく。どこから もなく匂ってくる香が、いかにも気品 あり、ますます情趣も清らかである。車をさし入れ と、女郎花 色目の生絹 袴を着ていて大人び いる女房が外に出て、邸の内 導く。空薫の香が充
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り、僧都の思い入れの深さがうかがえる。 〈参考〉 「とみに起きたまはず、日たくるまで御殿籠り過ごしたれば」 （ 『夜の寝覚』巻二）
○御手水たてまつり、やがて供御をぞ参らせける
御手水をご用意させ、すぐにお食事を差し上げた、の意。僧都に対して天皇や上皇の食事に用いられる「供御」という表現がとられていることに注目したい。後述の「侍の方」とともに宮中を想起させる表現である。 〈参考〉 「御手水、御粥などこなたにまゐる。日高う寝起きたまひて」 （ 『源氏物語』若紫）
○かかる法師の身なれば




























ところに、門のあたりに人音あまた聞こゆる。見やりければ、若き僧の錫杖を持ちたるが二、三人走り入りたり。 れを見、そばなる 房をはじめて、数多くありつる者ども、これはこれはとばかりにて、我先にと逃げ走る。僧都は肝を消し、逃ぐる人々を見れば、老ひたるも若きも幾年月の頃を経たる、毛もなき狐になりて、皆四方へ逃げ、影 形もかりけり。【私注】○錫杖
杖の一種。上部のわくに数個の輪が掛けてあ 、振ると鳴るので、道を行くときや乞食のときに用いられる。宝珠とともに、地蔵菩薩 持物とされる。 〈参考〉 「小僧一人忽然として来り玉いしが、 手 執錫杖、一巻の書を捧げ」 （ 『地蔵霊験記』上・八）
○肝を消し 第五段
○生強ひに身をつくろひぬれば
無理をして他人によく思われるように体裁をとりなす。 〈参考〉 「もの思ふと人に見えじと生強ひに常の面ありそかねつる」 （ 『万葉集』巻四・六一三・山口女王）
○侍の方
貴族の宮仕たちが詰めている場所。先述の「御手水」 「供御」とともに宮中を想起させる描写である。
○物品々、まことにしる所あまたある「しる所」は荘園、領地。底本のみ「物品々」と、様々な物がたくさんあること 言及されており、裕福 様子が り強調されていると言える。
【通釈】
さて、 僧都は日が高くなる頃に起きたので、 宮仕が御手水をご用意し、









身は寝たりや寝ずやなどと思ひ、家の内を見ま せば、金剛勝院の大床の下なり。御簾 畳と思ひしは筵・菰切れなり。琵琶・琴と見へしは馬牛の骨、半挿・盥・色々の家具と見へつるは朽ちたる壺 割れ・皿の欠け・されかうべなり。僧都きはめて臆病なる者にて、こはいかなることぞと手足もはたらかず、身もすくみて、あきれは てぞ居た ける。色々美しき物着たると思ひしは反古・古き草子の 取り集めた にぞありける。
さてしもあるべきことならねば、高這ひに這ひ出で、やうやうとして
南の大門へ出でけり。小童どもこれを見て、手を叩 足を空にし 笑ひののしることかぎりなし かかると ろに近衛殿の侍、物へ参りけるが、金剛勝院に童ども集まり、 笑ひしけるを何ごとぞ て立ち寄り見れば、年頃相知れる僧都の御坊なり。姿目もあ られず こはいかなることぞと問ひければ、朦々と て言ひ分くることなし。あさましき姿を見かね、我が着た 直垂の上を脱ぎ 着せ、紙切 は脱がせ行 過ぎぬ。 第六段
対校諸本「あさまし」 。僧都の驚きをより強調する表現になっている。
○幾年月の頃を経たる、毛もなき狐になりて
対校諸本になし。 「毛モ無ク老タリケル狐ノ椙ノ枝ヲ一ツ咋ヘタリケルガ」 （ 『今昔物語集』巻第二十七・狐、大榲ノ木ニ変ジテ射殺サルル語第三十七） 、 「大キナル野猪ノ毛モ無キニ抱付テ」 （同・巻第二十七・光有リテ死人ノ傍ニ来タル野猪、殺サルル語第三十五） 。劫を経て毛が抜け落ちた古狐の意か。
【通釈】
そうこうしているう に、僧都が何の物思いもなく、女房と戯れ遊ん
でいるところに、門のあたりに人が来る音が激しく聞こえる。そちらのほうを見やったところ、若い錫杖を持っている僧が二、三人走って入ってきた。これを見て、そばにいる女房 はじめ、たくさんのそこに居た者たちは、これはこれはと言うばかりで、我先にと逃げ走る。僧都はひどく驚いて、逃げる人々を見ると 老 者も若い者も、長い年月を生きてきた、毛もない狐にな 皆四方に逃げて、跡形もなくなってしまったのだっ 。〈第五図〉
右端には僧都と女主人が邸の外を見やっている姿が描かれる。突然の





狐の鳴き声は「コウコウと鳴キテ逃去ニケリ」 （ 『今昔物語集』巻第二十七・第三十九） 「夜ならばこうこうとこそなくべきにあさまにはしる昼狐かな」 （ 『曽我物語』巻五）と表現された。 「こうこう─こんかう」と音通と っているところにも面白みがある。
○大床
広廂のことで建物の縁。中世神社建築で用いられた語。 「大床の辺より、世におそろしげなる白髪のうばまいりたりけり」 （ 『古今著聞集』十六第五二三話）のように、怪異出現の場となることも多い
○半挿・盥
半挿は、湯水を入れる差し口付きの器。 「御方には、いづくに半挿、盥かあらむ」 （ 『落窪物語』巻一） 「大事の半挿盥にて足洗えば」 （ 『文正草子』 ）のように、盥とともに顔や手足を洗い清め の 用い れた。僧都が思い起こしているのは女主人 の朝に使用した半挿や盥であろう
○家具
底本のみ「やく」 。対校諸本では「調度」 ある箇所な で、 夜具」より「家具」が妥当か
○皿の欠け・されかうべ













得子）開創の寺「金剛勝院」と考えたい。金剛勝院は、青蓮院（現京都府東山区）の前身の寺で、最勝金剛院 も言った。 『本朝世紀』康治二年（一一四三）八月六日条には皇后藤原得子が御願の金剛勝院の落慶供養を行ったとある。具体的な地名が明記され、僧都が置かれていた本当の状況が明かされ という意味で重要な箇所である。また、
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それにしても自分は寝ていたのか寝ていないのかなどと思い、家の中を見回すと、女主人の邸だと思っていたそこは金剛勝院の大床の下である。御簾や畳だと思っていたものは敷物の切れ端である。琵琶・琴と見えていたものは馬や牛の骨で、半挿し・盥・様々な家具と見えていたものは朽ちた壺が割 た欠片・皿の欠片・髑髏である。僧都はたいそう臆病者なので、これはどういうことかと手足も動かず、身もすくんですっかり途方に暮れてその場にしゃがんだままでいたのだった。色とりどりで美しい物を着てい と思ったのは、書き損じ紙 古い書 を取り集めたものであったのだった。
そのままでいていいわけではないので、高這いで外に這い出て、どう
にかこうにかして南の大門へ出 行った。子どもたちは僧都の姿を見て、手を叩きひっくり返って大声で笑い騒ぐことこの上ない。そのようなところに、物参 きた近衛殿の侍が、金剛勝院に子どもたちが集まり、嘲り笑いをしていたのを何ごとかと思って立ち寄って見ると、笑われていたのは長年の間、互いに見知っている僧都 御坊である。そ姿があまりにも酷く見ていられず、 「これは一体どういうこと すか」と問いかけたところ、僧都はぼんやりと てい きり 答えることもない。近衛殿の侍は僧都の見苦 い姿を見かね、自分が着ている直垂の上を脱 で着せ、それまで纏っていた紙切れは脱がせ 通り過ぎいった。
僧都は故郷に向かうも、この僧都は非常に背が高かったのに、直垂の
































このような様子であったので子どもは一層喜び、手拍子を打って囃し立てたのだった。僧都はや と ことで故郷の近くまで到着した。〈第六図（前半・後半） 〉
前半には僧都が反古を身に纏い大床の下に座り込んだ様子、床下から















	 内田啓一「早稲田大学図書館所蔵『狐草紙』と『文観阿舎利絵巻」─文観房弘真の後世におけるイメージ化─」 （ 『早稲田大学図書館紀要』六二号、二〇一五年三月）
（注三）











	 大坪俊介「 『狐の草子』と良藤説話─信仰の推移を巡って─」 （ 『国文学試論』一七号、二〇〇七年三月）
（注八）

















































絵巻、一軸。縦一六・四糎 全七図 外題なし 箱書に「狐草紙」と墨書。第 段の詞書欠落。
④宮内庁書陵部蔵本（江戸中後期写か）





	 宮次男「足利義尚所持狐草紙絵巻をめぐって」 （ 『美術研究』二六〇号、一九六九年）
（注三）
	 大坪俊介「 『狐の草子』と良藤説話─信仰の推移を巡って─」 （ 『国文学試論』 七号、二〇〇七年三月）
（注四）












絵巻」と同定し、堂上公家や足利将軍家で低年齢層 お伽用として用いられた小絵 いう形態や土佐光信筆の他 絵巻の奥書との関連において、本絵巻が義尚十五 六歳のときに所持したものであり、文明十二、三年の成立であろうと推測している。
文明十二年（一四八〇）といえば、応仁元年（一四六七）から文明九






い。詞書については、 〈第六図〉を分断する形で長文の独自 文 挿入されているほか、細かな異文の挿入や校異、 の異同が目立つ。この異文・校異には「しかしか」 「やく（夜具） 」など近世以降に頻用される語が散見されることから、時代が下ってから作られたも であることが推測される。また絵 関しては、全体的に自然描写や背景を簡易化・省略する傾向がみられる。建物の描 れ方も、直線的な諸本に対して目測で線を引いたかのような不安定さが目立ち、正統派の絵師によるものではない印象を受け 一方で登場人物の衣の模様や調度品などは詳細に描かれるなど早稲田大学図書館蔵本にも共通する特徴も見受けられる。
以上、女子大本は詞書や挿絵の状態などから、原本を忠実に再現した






















れた文観であったとする内田啓一氏 説を紹介したが、そこでは足利将軍家が信仰した地蔵菩薩によって僧都が異界から現実世界へと引き戻されるまでの流れが、文観が足利尊氏によって南朝繁栄の夢を打ち砕かれたことの暗示になっていると指摘されている。 『狐 草子』は、狐に騙され 好色な愚僧の滑稽譚や、当時流行した地蔵信仰を摂取した霊験譚のなかにも、政治的な要素を巧みに組み込んで のである。応仁・文明の乱から時を置かずして、当代きっての絵師・土佐光信の筆 『狐草子』を制作させたのも、今一度室町幕府成立の時代を想起させ、地蔵の霊験にあやかり足利将軍家の権威を回復させ いという願い らわれかも知れない。
しかし『狐の草子』から文観や足利尊氏のイメージが薄れていくにつ
れ、政治的な意味合いも後退し、狐に騙される愚僧と う滑稽譚的要素が全面に強調され享受されていったのであろう。（注一）
	 宮次男「足利義尚所持狐草紙絵巻をめぐって」 （ 『美術研究』二六〇号、一九六九年）
（注二）










舞っているうちに、五十年の栄華 終わり、今までともに舞っていたはずの 童や臣下が「消え消え」に消え失せる。そこでふ 目を覚ました盧生は、それが一炊の夢─粥が炊けるまでのほんの僅かな時間であったことを知るのである。こ 展開は、そ 瞬間までいたはずの女主人や侍女・侍がぱっと消え失せ、気づけば全く別 場所にい 、という『狐の草子』と極めて近い。もっとも、 邯鄲の夢 とは異なり、 『狐 草子』には教訓性はない。あくまで狐の世界から現実世界へ引き戻され 手法として、謡曲〈邯鄲〉のごとき夢から覚める手法 取り入れられ るとみるべきであろう。
第二段の私注でも狐の女主人からの手紙を運ぶ「ひてう」が謡曲〈土
蜘蛛〉の「胡蝶」のごとき侍女の呼称である可能性について触れたが、本絵巻の先行作品摂取を考える際には、説話や歴史的事柄だ でな 、このような謡曲までもが視野に入ってこよう。（注一）
	 内田啓一「早稲田大学図書館所蔵『狐草紙』と『文観阿舎利絵巻」─文観房弘真の後世におけるイメージ化─」 （ 『早稲田大学図書館紀要』六二号、二〇一五年三月） 、大坪俊介「 の草子』と良藤説話─信仰の推移を巡って─」 （ 『国文学試論』一七号、二〇〇七年三月）などで
















受けた僧都の「まことにしる所あまたあるにこそ」という推測には、美福門院が娘の八条院に広大な領地を相続させたことが想起される。同段で「御手水」や「供御」といった宮中 思わせる語が用いられてい ことも、女主人の邸が美福門院が所在 た鳥羽院の仙洞を意識して ると読むことができる。『狐の草子』と同様、美福門院との関連が指摘される物語に『玉藻前』がある。 『玉藻前』は南北朝時代前期成立のお伽草子で、美貌と聡明さで鳥羽院を虜にした玉藻前が主人公である。玉藻前と契ったことで病にかかった鳥羽院は、三浦介・上総介ら有力武士に命じて彼女を討伐させる。玉藻前の死骸からは仏舎利 宝珠・針が出て、それらが三浦介・上総介と源頼朝に渡るという筋書きである。古くは滝沢馬琴
（注二）
が「鳥羽院の美福門院を寵させ給ふのあまり……近衛
院の宮嬪、玉藻前といふ妖怪 作り設けしなり」と述べてい ように、女性的な魅力で鳥羽院に近づいた玉藻前は、高く ない身分から鳥羽院の寵愛を受けて国母 なった美福門院と重なる。また、仏舎利を保持していたという点でも玉藻前と美福門院は類似する。仏舎利を体内に保持していた玉藻前に対し 『大乗院寺社雑事記』などによると、美福門院が仏舎利 相伝 得た記録がある。これらのこ から、玉藻前の造形に美福門院の存在が影響しているとされる。『玉藻前』の成立時期は『狐の草子』よりもやや遡るため、 「狐─美福門院」という連想は既にできていたことがうかがえる。しかしなが王朝を傾け国家転覆をも企んだ大悪狐 物語に対し、色香に迷った僧都が狐に騙され、這々の体で逃げ出す『狐の草子』のスケールはあまりにも小さい。従来の妖狐譚からのずらしがこの物語の滑稽さを強めており、そこに『狐の草子』ならではの興趣 ある。
言及されている。
（注二）

































に誘われ色めいた気持ちでやってきたのであり、 「吉野─桜─西行」 「吉野─隠棲の地」のイメージが「とく寝ばや」 いう言葉 覆されてしまう転倒にこそ当該歌 面白味がある。
加えて吉野が持つ異界のイメージも看過しがたい。例えば『とりかへ






















	 『歌ことば歌枕大辞典』 （角川書店、一九九九年） 「吉野」項参照。
（注二）
	 滝澤貞夫「西行の歌枕」 （和歌文学会編『論集西行』笠間書院、一九九〇年） 、 臼田昭吾「西行と吉野山」 （ 『国文学解釈と鑑賞』六五号、二〇〇〇年三月 山本啓介「西行と吉野山」 （ 『国文学解釈と鑑賞』七六号、二 一一 三月）など
（注三）
	 久保田淳「西行の世界」 （ 『古典文学に見る 』和泉書院、一九九六年）
（大塚千聖）
石井倫子（日本女子大学文学部教授）伊達舞（日本女子大学博士課程後期）渡邊咲子（日本女子大学博士課程前期）吉田怜世（日本女 大学博士課程前期）大塚千聖（日本女子大学博士課程前期）武居真穂（日本女 大学博士課程前期）藤田百合子（日本女子大学博士課程前期）三上真由（日本女子大学博士課程前期）
